
ほ
ん
ま
ち

石
川
。本
町

一
丁
目
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
本
町

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
七
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
楠
　
正
勝

・
増
山
　
仁

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
町

一
丁
目
遺
跡
は
、
金
沢
城
下
町
の
町
家
地
に
位
置
し
て
い
る
。
文
化
人

年

（
一
人
一
こ

の

「金
沢
町
絵
図
名
帳
」
に
よ
る
と
、
調
査
地
は
木
新
保
町

の
紺
屋
棟
取

。
太
郎
田
屋
与
右

衛
門
の
屋
敷
地
周
辺
に
あ
た
る
。

遺
物
の
年
代
も

一
九
世
紀
前
半

が
中
心
で
あ
る
た
め
関
連
が
考

え
ら
れ
る
。

調
査
は
金
沢
駅
武
蔵
北
地
区

第

一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に

伴
う
も
の
で
、
現
在
ま
で
に
三

次
に
わ
た
る
調
査
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
本
報
告
は
そ
の
第

一
次
調
査
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

遺
構
は
土
坑
と
溝
で
あ
り
、
木
簡
は
全
て
土
坑
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
土
坑

は
群
を
な
し
て
お
り
、　
一
つ
の
大
き
さ
は
概
ね
径

一
―
二
ｍ
前
後
、
深
さ
も
同

様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
壁
土
に
適
し
た
地
山
の
粘
質
土
を
採
掘
し
た
穴
を
、

ゴ
ミ
穴
と
し
て
転
用
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
付
近
の
土
の
堆
積
は
、

深
さ
二
ｍ
前
後
で
粘
土
質
か
ら
壁
土
に
適
さ
な
い
砂
質
の
上
に
変
わ
る
。
壁
土

を
採
掘
し
た
後
、
上
部
の
壁
土
に
適
さ
な
い
土
を
埋
め
戻
し
、
そ
の
後
ゴ
ミ
を

投
棄
し
て
い
る
た
め
、
下
層
は
遺
物
が
希
薄
で
あ
り
、
上
層
に
集
中
し
て
い
る
。

ω
ｌ
９
は
径
約

一
五
〇
伽
深
さ
約

一
四
五
伽
の
Ｓ
Ｋ
二
七
、
④
ｌ
Ｏ
は
径

・

深
さ
と
も
に
約
二
五
〇
伽
の
Ｓ
Ｋ
二
三
、
①
⑪
は
径
約

一
三
〇
蝕
深
さ
約

一
一

〇
伽
の
Ｓ
Ｋ

一
五
、
⑩
は
径
約

一
六
〇
伽
深
さ
約
二
四
〇
伽
の
Ｓ
Ｋ
Ｏ
人
、
⑩

は
径
約
二
人
○
釦
深
さ
約

一
七
五
伽
の
Ｓ
Ｋ
二
四
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
土
坑

は
調
査
区
の
北
西
部
と
南
西
部
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
中
間
は
遺
構
の
密
度

が
極
め
て
薄
い
。
Ｓ
Ｋ
二
七

・
二
三

・
〇
八

・
三
四
は
調
査
区
北
西
部
、
Ｓ
Ｋ

一
五
は
調
査
区
南
西
部
に
位
置
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｋ
三
七

ω

　

「申
五
十
六
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ受
］受
ト
ヨ

②

　

「申
五
十
八
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ受
］受
∞
冨

０
　
　
「申
六
十
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ反
∞受
∞
Ｐ
Ｐ

(金 沢)



2000年出上の木簡

Ｓ
Ｋ
二
三

⑪

　

「進
上
自
砂
糖
宮
竹
屋
伊
右
衛
門
」

⑬

　

「進
上
白
砂
糖
宮
竹
屋
伊
右
衛
門
」

０

　

「進
上
回〔白
力
〕

０

　

「浜
納
豆

等
願
寺
」

Ｓ
Ｋ

一
五

①

　

「進
上
浜
納
豆

慶
□
寺
」

⑨

　

「浜
納
豆

荒
町光
専
寺
」

Ｓ
Ｋ
〇
八

⑩
　
　
浜
納

×

泉
□

戯
牌３
×
綱
い

寓
μ

疎
Ｆ
穴
�
捌
）
ｘ
桐
卜
　
ｏ
β

戯
Ｐ無
×
綱
卜
　
寓
Ｐ

蔵
牌
５
×
枷
『

息
牌

醸
“
中
×
価
∽　
ｏ
驚

蔵
μ鷲
×
価
釦　
ａ
μ

疎
Ｐ誤
×
ｍ
頓

畠
Ｐ

Ｓ
Ｋ
三
四

⑪

　

ズ
絵
）
八
掛
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］こ

Ｘ
ｅ

溢

ｏ９

ω
ｌ
Ｏ
は
富
突
に
使
用
さ
れ
た
木
札
と
考
え
ら
れ
る
。
寺
社
な
ど
富
突
の
興

行
元
が
管
理
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、　
一
般
町
人
の
ゴ
ミ
と
は
考
え
が
た
い
。

い
ｌ
⑩
は
曲
物
の
蓋
で
あ
る
。
い
０
は
宮
竹
屋
伊
右
衛
門
か
ら
某
所
に
進
上

さ
れ
た
白
砂
糖
が
入
っ
て
い
た
も
の
と
わ
か
る
が
、
⑥
も
同
様
の
可
能
性
が
高

い
。
宮
竹
屋
は
金
沢
の
旧
家
で
あ
り
、
享
和
三
年

（
一
人
〇
一
じ
以
後
明
治
三

年

（
一
人
七
〇
）
ま
で
、
三
代
に
わ
た
っ
て
町
年
寄
を
勤
め
た
。
家
柄
町
人
の

宮
竹
屋
が
自
砂
糖
を
進
上
す
る
相
手
は
武
家
か
寺
社
が
想
定
で
き
る
が
、
後
者

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
０
ｌ
⑩
は
等
願
寺
、
慶
□
寺
、
光
専
寺
か
ら
某
所
へ

贈
ら
れ
た
浜
納
豆
の
入
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
等
願
寺

。
光
専
寺
は
真
宗
大

谷
派
の
寺
院
で
あ
る
。
慶
□
寺
は
不
明
。
浜
納
豆
は
広
く
寺
院
で
製
造
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
、
贈
答
品
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
特
に
大
切
な
相
手

に
対
し
て
の
贈
答
品
で
あ
っ
た
事
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
遺
跡
付
近
で
は

真
宗
大
谷
派
の
寺
院
か
ら
進
物
が
な
さ
れ
る
よ
う
な
有
力
な
寺
院
と
し
て
は
東

末
寺

（真
宗
大
谷
派
金
沢
別
院
）
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
⑪
の

「人
掛
」
は
易
の
人
卦
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

９
　
関
係
文
献

金
沢
市
教
育
委
員
会

『本
町

一
丁
目
遺
跡
』
盆

九
九
五
年
）

（向
井
裕
知
）
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